
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年６月２８日               NO,４４３ 

 

 坊新田町の金剛院は２１日、遷座中興４００年記念法

会を開き、多くの市民でにぎわいました。 

 参道には、露店が出店し、コンサートが開かれ、午後 

には毒蝮三太夫さんの講演もお 

こなわれました。 

 境内には本尊の阿弥陀如来像 

と５色の綱で結ばれた回向柱も 

立てられました。 

 ６月定例市議会は２３日、本会議を開き、沼田市いじめ問題専門委員会

条例の制定について、沼田市介護保険条例の一部を改正する条例について、

平成２７年度沼田市一般会計補正予算などを可決し、人権擁護委員４人に

ついて同意し閉会しました。 

 追加議案として、沼田北小学校屋内運動場耐震補強及び大規模改造建築

工事請負契約の締結についてが提案され、２億１千２７６万円で落札した

沼田資源株式会社との請負契約の締結について可決されました。 

 政府に対して「国際平和支援法」「平和安全法制整備法案」（戦争法案）

の撤回を求める意見書提出を求める請願は、１８日の総務文教常任委員会

で審議され、「憲法違反という意見もあり、慎重審議を求める意見書を提出

する必要がある」といった意見が出されたものの、「国会の動向を注視する

必要がある」といった意見が多数となり継続審査となりました。 

 ６月定例市議会に提案された、沼田市介護保険条例の一部を改正する条

例が可決され、介護保険料第１段階（世帯全員が市民税非課税の老齢福祉

年金受給者。世帯全員が市民税非課税かつ本人の年金額と所得の合算額が

８０万円以下の人）の人の介護保険料が、３２，５００円から２９，２０

０円に引き下げられます。 

 引き下げは、４月にさかのぼっておこなわれますが、高すぎる介護保険

料をすべての段階で引き下げる必要があります。 

 

 迦葉山参道の仁王  

補陀坂と車道が交差する 

所に石造りの仁王像（写 

真右）があり、今も参拝 

者を見守っています。 

 仁王は、寺の門の左右 

に守護神としておかれて 

いる一対の金剛力士像で、 

口を開けた「阿形」と口を閉じた「吽形」の表情をしています。 

 石造りの仁王像は県内でも数少なく、迦葉山参道にある石造

りの仁王像は、口を開けた「阿形」と口をしっかり閉じた「吽

形」の形をしており、どっしりとした重量感が感じられます。 

 道標には、街道の分岐やお寺の道案内として建てられ、江戸

時代から庶民の間に流行した観音札所巡りに便利なように建        

てられたものが多いと  

いわれています。 

 迦葉山参道の石造りの

仁王の先に、弥勒寺の方

を指さしている老婆のよ

うな指さし道標（写真左）

があり、参拝者を案内し

ています。 

 ７月５日、投開票がおこなわれる群馬県知事選挙に

「憲法くらしにいかす県政の会」から立候補しているは

ぎわら貞夫候補が２０日、沼田市で街頭から訴えまし      

た。 

   はぎわら候補は、  

「今度の知事選は、戦

争法案に群馬が NO

の審判をくだし、くら

し福祉優先の県政へ」

と訴えました。 
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化
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で
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民
の
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運
動
で
廃
案
に
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い
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む
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と
が
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要
で
す
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